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視覚的パターン弁別における

パターンの不確定度と教示の効果」

PatternUncertaintyandEffectsoflnstructions

inaVisualPatternDiscriminationTask

実森正子

MJSα肋刀ts"""”

「図」と「地」が分化し，視野に二つ以上の「図」が

同時に成立しているとき，これらの「図」は互いに無関

係なばらばらなものとして視野に存在するのではなく，

なんらかのまとまりを持つものとして体制化ざれ知覚さ

れる。このようなまとまりあるいは群化の問題を最初に

とりあげたのはゲシタルト心理学者達で，群化の規定要

因として近接の要因，類同の要因，閉合の要因，よい形

の要因，よい連続の要因などをあげている（Werthei‐

mer,1923)。これらの要因は観察者の現象観察の言語報

告にもとづいて列挙されたものであるが，群化に及ぼす

諸要因を量的かつ客観的な刺激変数として扱い，精神物

理学的測定法，量的判断を適用した組織的研究がすすめ

られている（Beck，1966a,ｂ；Gillam,1972iGoldstein，

1967；Oyama,1961)。これらの研究で扱われてきた要因

とは,その時の知覚的所与全体のなかにいかにして部分，

あるいはそのまとまりが他から分離して生ずるかに関す

る要因である。

Garner(1966)は，知覚の規定要因は個々の刺激2の特

性ではなく，個々の刺激より構成される刺激セットの特

性であるとし，刺激セットとの関係において初めて個を

の刺激はrealmeaningを有し，ここに認知的な過程

としての知覚が生じると考える。即ち，個痴の刺激の諸

属性は他の刺激との関係においての承規定され，それ自

体として知覚されるのではなく刺激セットの－成員とし

て知覚される。刺激セットは物理的に存在しているもの

でもなければ，実験者により定義されるものでもなく，

観察者がその積極的な環境への働き力けとしての知覚過

程で構成すると考える。Garnerの理論を適確に表現す

るものとして“peoplerespondbothtothosethings

ｗｈｉｃｈｔｈｅｙｈａｖｅｓｅｅｎａｎｄｔｏｔｈｏｓｅｔｈｉｎｇｓｗｈich

theymighthaveseenbutdidnot,,（Clement,1964）

が引用されよう。Garnerの理論は個々の刺激がその知

覚を一義的に規定しえないというてんでMetzger(1953）

や盛永（1969）の関係系の概念とあい通じる。

Garnerの理論を視覚的パターン知覚に適用すれば，

大きな刺激セットに属する刺激パターンは不安定で可変

的に知覚され，多くの類似パターンを持つ。小さな刺激

セットに属する刺激パターンは安定し不可変的に知覚さ

れ，類似パターンは少い゜ｊｌｌｊち，刺激セットが大きいほ

どそのセットに属する個々の刺激パターンの不確定度

(uncertainty)は高い。Garner（1962）は刺激パターン

の不確定度をパターン全体としてのまとまりの良さの決

定要因と承なし，まとまりの良さはそのパターンの属す

る刺激セットの大きさにより規定されると仮説した。

Garner（1962）の仮説はFig.１に示される３×３マ

トリックスの各行列に必ず一つ以上のドットがあるとい

う条件でつくられた５ドヅトパターソを用いた一連の研

究により検討されている。Garner＆C1ement（1963）

１．本報告は，1974年度博士課程の講座「精神勤作研

究」の一環として行われた「注意」に関する実験を端緒

とする。講座を担当され，実験の便宜をはかっていただ

いた金子秀彬，太田恒端一郎の両教授に，実験装置の面

では村瀬長専任講師に，また協力いただいた小笠原純子

氏に感謝する。

２．Garnerのいう個々の刺激とは与えられた全体的

な布置を持つ刺激という意味であり，これを構成する個

々の部分的刺激をさすものではない。
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がになった。

一方，人間をひとつの情報処剛系と象なし人間と環境

との係り合いを．感覚入力を受容，処理，保持し，行動

的出力とする認知という心理的過程としてとらえる情報

処理の分野においては,群化あるいはまとまりの問題は，

選択的注意の概念との関連の上でとり扱われている(PC‐

merantz＆Garner,１９７３；Pomerantz＆Schwaitzberg

l975)。知覚．認知の選択性の問題はなにが「図」とな

り対象性を持ち，なにが「地」となり対象性をもたない

かの「lXUを形成する形態法則に関するものであり，元

来，群化あるいはまとまりの形態法則とは言えない。従

ってまとまりを問題とする時，いかなる選択的抽出機構

が働いているかという''１:ではなく，選択的注意が可能で

あるか否かの議論が展開される。網膜で受容された刺激

はencodingされ視覚像情報として視覚像情報保存機構

(VisuallnformationStorage,VIS）に一時的に保存さ

れる。ＶＩＳに保存された情報は選択的に読み出され次の

Wi報処Hl1過程へと送られる、このような過程ではｅｎ‐

coding及びＶｌＳからの読み出しの二段階に選択的抽出

機櫛がllilいていると考えらｵしている。まとまりの問題は

まずencodingの仕方と関係づけられて論ぜられる゜全

体の知覚は部分の処理にもとづき部分の処理の統合の結

果であるとする部分リード型処理に対して，個なの部分

的刺激が各々独立なものとしてencodingされるのでは

なく，まとまりあるひとつの全体としてencodingされ

るとする見地がある。このようなencoding過程では部

分的要素の選択的encoding磯樅は考えず，まとまりは

前注意処理におけるautomatic過程であると考える。

VISからの選択的読み出しの段階では，観察者の態度な

どがその選択的抽出機ｌ１Ｍｉを規定するといわれている。し

かしClement＆Ｗｅｉｍａｎ（1970）のパターン弁別実験

の結果によれば，選択的抽出を行わせるような教示の効

Ⅱしばなく，あくまでまとまりのあるひとつの全体として

処理される。ただしそうする事により多大な情報を要し

たり(例、心的'''1枢)，弁別が不可能な場合にのゑ選択的

抽出が行われる。従ってこの段階での選択的抽出は高次

の方略支配下のoptional過程と考えられる。

ゲシタルト心理学者によりとりあげられた群化あるい

はまとまりの概念は，その本質的概念の変容を受けなが

らも，今Ｈ，より一般化された全体性(あるいは統合性）

と選択性の問題として知覚，記憶，情報処理などの分野

で研究されている。これらの分野を含む広義の認知を考

える時，環境への働きかけの過程としての全体性と選択

性の'''1題を避ける事はできない。本報告ではGarner

●

●●●

●

１１

●●

●●

●

４２

●

●●

●●

４６

●

●

●●●

８１。

●

●●

●●

８３。

●●●

●

●

８５。

●●

●

●●

１２

●●●

●

●

４３

●●

●

●●

４７

●

●

●●●

８１ｂ

●

●●

●●

８３ｂ

●●●

●

●

８５ｂ

●●

●●

●

８７８

●●●

●

●

４１

●

●●

●●

４５

●●

●

●●

４８６

●●

●

●●

８２ｂ

●●

●●

●

８４と

●●

●

●●

８６ｂ

●

●●

●●

４４

●●

●

●●

４８。

●●

●

●●

８２。

●●

●●

●

８４。

●●

●

●●

８６。

●●

●●

●

８７ｂ

Fig・LDotpatternsL1se〔ｌａｓｓｔｉｍｕｌｉ．

'よ客観的かつ量的な変数として各パターンの不確定度を

暫定的に次のように決定し，これを等価セットサイズ

(EquivalentSetSize；ESS）と呼びFig.１の各パター

ンにつけられている最初の数字(1,4,8）をもってこれを

表した｡0.,90.,180゜,270・lil転と左右反転(鏡映)の操作

を基準とし，これらの操作によってできる弁別可能な刺

激布置を持つ等IIiﾙﾘ激数をＨＳＳと定義する。二番めの

数字は任意につけたコード播号である。ａとｂは同一等

価jMII激ｾｯﾄに属するﾊﾟﾀｰﾝの仁|可で､左右対称性が鍵

なるために弁別しうる２種の標準的ペターン対を表す．

このパターンを用いた一連の実験(Clement,1964,1967；

Ｇａｒｎｅｒ＆Clement，１９６３；Ｇｌｕｓｈｋｏｌ９７５；Handel＆

Garnerl966）によりＥＳＳの小さな不確定度の低いパ

ターンほど全体としてのまとまりが良い事がり}らかにさ

れ，Garnerの仮説は支持された。更に，回転と反転の

操作で定義されたＥＳＳは主観的な刺激セットの大きさ

と対応する事が確認され，客観的かつ量的な変数として

パターンの不確定度をＥＳＳにより定義しうる事がlⅢら
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(1962)により提唱されたパターンの不確定度と教示の効

果を視覚的パターン弁別実験にて検討し，全休性と辿択

性の問題に言及しようとするものである、

づつの３Ｗｆｌこ分けられた。＜装値と手続＞Ｆｉｇ．１の各

バク`一ソをﾌｌ－ルソフィ’レムにI1MEきつけ-スライド’し写)Ⅱプ

Iｺｼﾞヱﾝﾉ`一Oil｣=プィルムル１，２００OTF）により７×７

ｃｍのスクリーン」二に提示した。スク]〕－ソの左右８ｃｍ

のｌｉ[(雌をおいて腿)〕《刺激と等火の７×７ｃｍの荻準ﾌﾟﾉｰ

「２枚がi没iftされる。基準カードは白地のアート紙に製

図用黒インクでドットが描かれたものである。披裟者は

観察距離約１ｍの位liftにすわり手許の３種のスウィッ

チを押す1『(こより反応する。煮ず，左側のスウィッチを

左手でlIi'すとシャツ批一がＩＭＩざ刺激が提示される。右側

には２つの反応スウィッチが左右に近接してありｊ捉示

されたilil1激パターンが右01'1の韮準カードと等し'ナれぱ右

(1111の反応スウィッチを，左ＩⅡ']の基i((１カ-1:と等しけﾙしば

ZizlIllの反応スウィ灘チを１１Fす。実験中，左側の刺激誕示

スウィッチには左手の指を，右側の２つの反応スウィッ

チ｣二には右手の２本のきき指を常に１１((いておく。反応〆

【!’い,チが＃'1されると同時にシャツ斑一が閉じ，プロジ

ェク荻一はｆＭｉＩ的にコマ逆I）される。ゴー.･送I)終了の機

械lｻﾞをfrl劃に純戯者は刺激提jijミハウィッゾ･を押し，次の

拭けを始め，一系;′１１終了するまでこれを銃ける。即ら，

刺激提示から反応終了まではすべて被験考により統制さ

れる。これは被験者自身に刺激を挫示させる?11tにより,

刺激提示までに被験者の剛察状態の|>↑えを形成し，観察

単Ｍｉ状態にしておくためである。反応の正誤に|典Iするフ

ィードペックはいっさい与丸られない。刺激が提示さ

れるとスクリーンの後方にあるphotocellが光を受光

し，刺激鍵ﾌ〕《から1文応ス【ンイッ,ナをｌＩｌ]すまでの．反応時Ｉｉｌ

がタイムカウン挟（玄ケダ理研製．TS-5765U）により

0.11nsec単位で測定される。被験者Iiよ７人づつWhole-

l1ド（Ｗ－ＩＩ下)，Element-僻（E-11ﾄﾞ)，Rotation-僻(R-llﾄﾞ）

の３群に教示の徹瓢で分けられ，各食の教示をテープレ

コーダより愛'十るｃＷ－僻はまとまりのあるひとつの全

Hillりなパ釘一ンとしてiiJl察し，けっしていくつかの｣<ツ

トに選択ｌｉﾘ泌圃をlf1けないようiこ教示される。Ｅ~#「は

一ケ所に注愈を架に|Ｉし，そこにドットがあるか否かで判

||ﾘiし他のドットは''1能な|股り無視するように教示さｊ１．

る。更に，各弁別系列開始iifjに，基i11iペターンを比較し

避択的iLl:蔵を１１&中する位rfを征愈に決定し，こルしを実験

稀lこ報告し確認した。尚，観察中は眼の助きをＩ適力jI111l;り

し，判||)iの2“11となる位肚を凝視愚するよう(こ教示さ;れ

だ。Ｗ－１ｉｒ及びＥ－ｌｉ「ではｌｌｉＩ激ペヌーンば韮ilLカードと等

しい－)iと力Ｉｆ１で提7i《される瞳R-ili;ては基準カードを０．，

実験

目的Clement＆Vernadoe（1967）によればカード

分蔑(sorting)におIナる情報処理過程はencoding，同定，

同定されたパターンと雄準カードの比較照合の過程に分

けられる。Ｆｉｇ．1のパターンを１１jいた一連のﾂﾐ験が示

唆するようにまとまりのあるひとつの全体として

encodingされるのであれば，より良いｵﾋﾞとまりのある

蔦Codパターンはencodingされやすく，ＥＳＳで定義さ

れる不確定度がencodabilityを決定すると考えられる。

同定の過程ではＥＳＳが大きく類似パターンの多いもの

は同定が困難である。比較照合の過程では，弁別すべき

パターン間の類似性がその難易を決定する。以上のrll；よ

ＩルＥＳＳの等しい非等Illi刺激問の分類所要時ＩＭＩはＥＳＳ

の単調増加DM数であり，｜司一鞭IiI1i-ヒットに属する等(lIIil1lil

激間の分類所要時Ⅱ'１は，典なる等IlUiセットに伽Ｉする非等

1,11i刺激Biの分類所要時１１１１より長いと仮説さ;他これが文

持された。即ち，分類すべき２種のパターンのＥＳＳに

従って分類所要時間にｌｉｋｌｘ－１ｙ＜4x-4y＜8x-8y＜･l8a-

48b＜8xa-8xb（数字はＥＳＳを，ｘとｙ撞任蔵の異な

る＝--F番号を表す)の順位関係がJkとめられた。また，

異なるＥＳＳの非等iiiliiIiI1激間の分類所要時間は，分瓢す

べきパターンのＥＳＳ平均ilnと単凋端加llM係（lx-4y＜

lx-8y＜4x-8y)にあることが明らかにされた。Clement

＆Ｗｅｉｍａｎ（1970）IまClemellt＆Vernadoe（1967）と

同様の手続を用いて，選択的注意を任意の－ケ所にHL中

し，そこにドットがあるかないかで§l1ll断するﾉﾌﾞ１１１ｉｆをとら

せる教示を与えたところClement＆Vernadoe（1967）

と同様の結果を得，教示の効果はなくパターン全体とし

て情報処理が行わｊしていると結論した。しかし，カード

分類の手続は任意の－ケ所のドットに選択的注意を|AIげ

にくい手続である」:’一課題における各パターンの反応

IMil箇iを分離して分析するJjfはできない、水実験では，ス

クリーソーヒに刺激ペターソを捉示し，選択的注意がより

容易な観察状態で，各パターンの反応時１M，Ｔｌ;生率など

の新たな情報を力Ⅱえ分析力Kなさﾙしる。また，教,j<の災な

る群をもうけ－，パターソ弁別におけ-る数７J〈の効果が検討

される。

方法く被験者＞墜ILC;我塾ﾉ<学心I1l1学Ⅲ1光宝;こ所腕す

る数職員，大学院生，学生及び通lii牧育学生よりなる２１

人（男１０人，女１１人）で性別にかたよりなきよう７人 3．擬視点腕もうけられてい】fiﾐい゜
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を示す。Ｗ-群とＲ-群にはlx-1y＜4x-4y＜8x-8y＜

48a-48b＜8xa-8xbの11項位関係が糸とめられC1ement

＆Vernadoe（1967）の仮説は支持され，また，ＥＳＳに

より定義される不確定度がパターン認知の決定要因であ

るとするGarner(1962）の理論も支持された。Ｗ-群の

平均偏差時間は0.1sec単位で-7.91から＋49.21の

範１１１１を持つのに比べてＲ一群は-34.64から＋413.60と

その範囲が広く，心的回転の過程を反映している。各被

験者でスピアマンの順位相関係数を求め，これを平均す

るとＷ一群で0.70,Ｒ一群で0.88となり，ともに0.01有

意水準で有意である。従って平均偏差時間の承たらず各

被験者レベルにおいても５個の偏差時間の間に仮説を支

持するような単調増加傾向がみとめられる。Ｅ一群では，

社会学研究科紀要1４

90.,180.,270･回転したものとして刺激パターンが提

示される。従って－ケ所に選択的椛愈を集中するという

方略はとりえず，全体的なひとつのパターンとして観察

したうえで心的回転の過程を経てペターンの比較照合が

行われなければならない。Ｒ一群は，刺激が回転されて

提示される事の柔が教示される。いずれの群もできるだ

けはやく，そして正確に反応するように要求された。各

刺激２４試行，計４８試行で１糸列とするが初めの８試

行はデータに含まれない。提示順序はゲラマソ系列に従

う。この手続で,明lWf弁別による練翻系列の後、lx-4y，

lx-8y,4x-8y;lx-1y,4x-4y,8x-8y:48a-48h8xa-

8xbの弁別を各一系列行う。系列間には約７分間の休息

をとる。系列順序，使用する刺激ベターソ，２種の基準

カードの左右は７人の被験者間で可能な限りカウンタパ

ラソスされた。ＥＳＳが４と８の同一'：ターンはli1-被

験者で－回のみ使用される。刺激パターンの輝度とコン

トラストは測定されなかった。尚，すべての系列の終了

直後，使用された刺激パターンを任意の順序で想起，Ｔｌｊ

生させた。

結果く累積反応時間の分析＞Clement＆Vernadoe

(1967)，Clement＆Ｗｅｉｍａｎ(1970）のカード分類所要

時間と対応するものとして－系列ごとの累積反応時間が

分析された。ＥＳＳで定義される不確定度がパターン認

知の決定要因であるとするGarner（1962）の理論が支

持され，かつ刺激パターンがまとまりあるひとつの全体

としてencodingされ，更に，同定・比較照合過程で選

択的抽出機構が働いていないとすれば，すべての群の結

果はClement＆Vernadoe（1967)，Clement＆Wei‐

ｍａｎ（1970）と合致するはずである。これに対して，一

定の位置のドットが選択的にencodingされるか，ある

いは選択的にencodingされなくとも同定・比較照合過

程で選択的抽出機構が働くとすれば，８個の累積反応時

間には有意な差は認められないはずである，Ｅ一群の被

験者が忠実に教示に従っていれば彼らにとって８個の弁

別実験は一定の位置にドットがあるかないかを判断する

同一課題である。Ｒ一群では選択的注意の方略はとりえ

ない。従ってＲ一群と同様の結果がＷ-群においてみと

められたとすれば，ｗ一群の教示の効果はあったと考え

られる。また，Ｒ一群と同様の結果がＥ-群において糸と

められれば，Ｅ-群の教示の効果はなかったと考えられ

る。累積反応時間は群間で差がある。従って各被験者の

累積反応時間の中央値を求め，中央'１１１１からの偏差を各々

の系列で算出し，これを各群７人の被験者で平均した。

Ｆｉｇ．２にはＷ一群とＥ一群，Fig.３にはＲ一群の結果
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Ｗ-群及びＲ一群とは逆の１x-1y＞4x-4y＞8x-8y；４８a-

48b＞8xa-8xbの単調減少傾向がみとめられ，ＥＳＳの大

きいものほど弁別が容易である。lx-1y，４x-4y，８x-8y

のスピアマンの順位相関係数の平均値は-0.42で0.05

有意水準で有意である。４８a-48h8xa-8xbでは７人中

５人が４８a-48b＞8xa-8xbの傾向を示した。Ｅ一群の課

題間には差が承とめられ，しかもＥＳＳの大きいほど弁

別が容易であることから，教示の効果はありながらも完

全な選択的抽出は行われず，パターン全体としてのまと

まりの良さがなんらかの妨害効果を及ぼしていると考え

られる。この結果はClement＆Ｗｅｉｍａｎ（1970）と異

なり，筆者にとって全く予想外の結果であったが後に述

べるように情報処理過程におけるまとまりの効果として

統一的説明解釈が可能である。

異なったＥＳＳのパターン間の弁別ではＷ一群で１x-

4y＜lx-8y＜4x-8yの順位関係が示された。Clement＆

Vernadoe(1967）によれば，同定された刺激パターンが

一方の基準カード（おそらくＥＳＳのより小さいｇｏｏｄパ

ターン）と一致するかしたいかの処理がなされるのなら

カード分類所要時間はより小さなＥＳＳの単調増加関数

となる。次に二次的な効果として，一致するかしたい力、

の判断は弁別すべきパターン間の類似性によってその難

易が決定されると考えれば，カード分類所要時間はＥＳＳ

の差の単調減少関数となる。従って１x-8y＜lx-4y＜4ｘ

－８ｙの順位が予想される。筆者はこの処理の仕方をＹｅｓ

－Ｎｏ型処理と呼ぶ。これに対して一致するものが見い出

された時点で反応する自動打ち切り型，あるいは両方を

調べてから反応する悉皆型では，弁別すべきパターンの

ＥＳＳ平均値の単調増加関数となる。本実験及びC1ement

＆Vernadoe(1967)らの実験ではlx-4y＜lx-8y＜4x-8y

の|順位が示され自動打ち切り型，あるいは悉皆型の処理

がなされていると考えられる。しかしそのどちらかは判

別できない。lx-4y，１x-8y，４x-8yのスピアマンのl順

位相関係数平均値は０．９３で０．０１有意水準で有意であっ

た。７人中６人が１x-4y＜lx-8y＜4x-8yの順位を示し

た。しかし，lx-4y＜1x-1y＜lx-8yのような１１項位関係

も糸とめられ，パターン間の類似性の二次的な効果も無

視できない。Ｒ一群ではlx-4y,１x-8yに明らかな差はな

かった。Ｅ一群ではＷ一群と逆の１x-4y＞lx-8y＞4x-8y

の関係がある。スピアマンの11個位相関係数平均値は-

0.42で0.05有意水準で有意である。７人中６人がマイ

ナスの相関を示した。＜平均反応時間の分析＞Ｔｎｂｌｅｌ

に平均反応時間を示す。Ｅ一群の反応時間は0.361ｓｅｃよ

り0.418secの範囲にあり，平均0.386secでＷ一群の

0.460sec，Ｒ一群の0.719secと比べてかなり短縮されて

いる。また，その範囲もせまく，選択的注意の教示の効

果は少からず承とめられる。＜再生率の分析＞Table２
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Tablel、ReactionTilnefortheDifferentDiscriminationTasks.（secノ

1６

Discriminationtask

Groupｌｌｘ－８ｙｌｌｘ－４ｙｌ４ｘ－８ｙｌｌｘ－１ｙｌ４ｘ－４ｙl8x-8yl48a-48bl8xa-8xblMean

｢H;■’
Ｗ－ｇｒｏｕｐ

Ｅ－ｇｒｏｕｐ

Ｒ－ｇｒｏｕｐ

､４７６

．３７５

．５７０

､４１４

．３９５

．４２８

､４２３

．３８３

．５０１

､４４３

８７０

．８５０

.５４１

．４１８

．９９５

､３９７

．４１１

．４３０

、５５７

．３６１

１．５５６

､４６０

．３８６

．７１９

Table２．PercentoICorrectReproduction．（外） てＥＳＳのより大きいパターンで正反応時間が短い。従

ってＥ一群では全体としてのまとまりの良さがなんらか

の妨害効果を及ぼしていると考えられる。悉皆型，ある

いはベイアスのないF1動打ち切り型の処理が比較照合過

程で行われ，かつＥＳＳのより小さなパターンの方が，

encoding，同定が容易であると考えれば，Ｗ一群の課題

における両正反応時間の差には(lx-8y)＞(4x-8y)＞(lx-

4y）の|順位関係が予測される。即ち，正反応時間の差は

ESSの差のiii調増加関数となる。Ｔａｂｌｅ３より示され

るように（lX-8y)＝0.033＞(4x-8y)＝0.021)＞(lx-4y)＝

0.006の予測と合致する単調増加関係が忠とめられたが

更に,等しいESSの正反応時間は課題間で差があり,/

弁別される相手のＥＳＳに依存して変化する。｝任意の

ESS＝ｑのパターンと対にきれた時の任意のESS＝ｐの

べターンの正反応時間をＲＴ(p；ｑ）と表すと，Ｗ-群に

おいては0.399＝ＲＴ(1；４)＜ＲＴ(l；８)＝0.415,i0.405-

ＲＴ(4；１)＜ＲＴ(４１s)＝0.472,0.448＝ＲＴ(8；１)＜ＲＴ(8：

4)＝0.493の関係が承とめられ,､弁別される相手のＥＳＳ

が大きいほど正反応|滞間は長くＹｅｓ－Ｎｏ型の処理はなさ

れていなかったと確認される。しかし正反応時間の差に

ついては予想されるＲＴ(4；８)-RT(4；１)＞ＲＴ(１１８)-ＲＴ

(l；４)＞ＲＴ(8：４)-RT(8$１）の順位関係は象とめられな

い。Ｅ-群では同定・比較照合過程で完全な選択的-抽出

がなされていれば，すべての課題で任意の－ケ所にドッ

トがあるか否かの同一のＹｅｓ－Ｎｏ型処理が行われてい

るはずであり，正反応時間の課題依存的変化は生じな

い。しかし0.413＝ＲＴ(１，１４)＞ＲＴ(1；８)＝0.374,0.408
＝RT(4W１)＞RT(4；８)＝0.381,ｑ385＝RT(8；１)＞RＴ

ＩＯＯ｡’

(8;;4)＝0.374の順位;関係が象とlめられ，弁別される相手

のESSに依存して変化する。しかもその変化の仕方は

Ｗ一群と逆の.関係にあｉＬ相手のＥＳＳが小さいほど正反

応時llijが長い。従って完全な選択的柚出ば行われず，比

較照合過程でＹｅｓ－Ｎｏ型処理はなされていなかったと

考えられる。また,その課題依存的変化の方向から,全体

ＥｑＵｉｖａｌｅｎｔＳｅｔＳｉｚｅ

４Group 1 ８ Ｍｅａｎ

ｌｌｌＨｌｌｌ;ＩＩＪ
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に各群の再生率を示す。正しく再生されたものの象を分

析し，似てはいるが誤って再生されたものは除外した。

ESS＝１の同一パターンは同一被験者で２回使用される

ため，再生率が高いのは当然であるが，ＥＳＳが大きく不

確定度の高いパターンほど再生率が低い傾向にある㈱平

均再生率はＥ一群で36.5％でＷ一群とＲ一群の６４．３％と

比べてかなり低い｡；従ってＥ一群における選択的注意の

教示の効果はあると考えられる。しかし再生率は不確定

度の低いパターンほど高く，完全な選択的注意はなされ

ていなかったひく各パターンの正反応時間の分析＞カー

ド分類の手続では各パターンの反応時間を分離して分析

できない。本実験では弁別実験の手続によりこれを可能

にした。Ｗ一群とＥ一群のlx-8y，lx-4y，４x-8yの課題

Table３．ReactionTimeforCorrect

ResponsetoEachEquivalentSet.（Sec）

DiscriminationTask

Groupllx-8yllx-4v１４x-8y▼

鷺:::|::i二:;:|iii:二iMli憲二;:！
の正反応のみ分析ざｵした、Ｔａｂｌｅ３に示されるように，

ｗ-群ではすぺての課題においてＥＳＳのより小さいパ

ターンで正反応時間が短い。Ｅ一群では，lx-8yを除い
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としてのまとまりの良さが妨害効果を及ぼしていると考

えられる。

考察Ｗ-群及びＲ一群ではClement＆Vernadoe

(l967lCIement＆Ｗｅｉｍａｎ（1970）と同様の結果を得

たが，本実験では更に次の事実が明らかになった。１．

課題内における正反応時間はＥＳＳが小さいパターンの

方が短い。２．課題内における正反応時間の差はＥＳＳの

差の単調増力Ⅱ関数である。３．正反応時|Ｍ１は弁別される

相手のＥＳＳによって課題依存的に変化し，相手のＥＳＳ

が大きいほど長い。４．再生率はＥＳＳが小さいほどよ

い．これらの結果はGarner（1962）の理論を支持する

ものであり，Ｒ-群及びＷ一群の結果はＥＳＳにより定義

される不確定度によって統一的解釈が可能である。Ｅ－

群では，分析されたすぺての変数でＲ-群及びＷ-聯と

は異なる結果が得られ，選択的注意の教示の効果はあっ

たといえる。特にＲ-群及びＷ一群と比べて再生率が劣

り，反応時間も短くその変化範囲も狭い事実は，選択的

注意を裏づけている。だが，Ｆｉｇ．２の累積反応時間と

ESSの単調減少関係，Ｔａｂｌｅ３の課題内の正反応時間

がＥＳＳの大きい方で短い傾向，及びＷ-群とは逆方向

の正反応時間の課題依存的変化は，完全な選択的抽出が

行われず全体としてのまとまりの良さの妨害効果がある

事を示している。この結果はC1ement＆Ｗｅｉｍａｎ

(1970）と異なるがGarner(1962)の理論と対立するもの

ではない．Ｆｉｇｌ及びＴａｂｌｅ３に示されるように，ＥＳＳ

の小さな不確定度の低いパターンほど妨専効果が強い傾

向は，逆の側面からGarner（1962）の理論を支持する。

視覚的パターンのまとまりの良さと妨害効果は，観察態

度によって方向づけられる相い拮抗する特性であり，と

もにＥＳＳで定義される不確定度により決定されると考

えられる。以上の結果によりペターン弁別における教示

の効果は象とめられ，いずれの教示であろうとパターン

弁別過程は不確定度により規定されると結論されよう。

一方，パターンの良さは認知的変換で定義される内部構

造に依存し，より多くの認知的変換に対して不変である

ようなパターン内部構造をもつとき，より良いパターン

と判断されるとする認知的変換構造モデルがある。今井

他（1975）によれば本実験のESS＝４のパターンは，認

知的変換で定義される３種の内部織造を持つものとして

分類され，その良さの評定値に有意差のある事から

Garnerの理論では説明が困難であるとした。しかし，

彼らによれば，ESS＝ｌはOR-給合変換，ESS＝４は単

一変換，ESS＝８は空変換と大きく分類され，ＥＳＳと認

知的変換構造を分離する事はできない。従って３種の単

一変換の効果はGarner＆Clement（1963）が列挙した

パターン内の直線数，直線の方向，連続性，密度などと

同様の二次的な効果と考えるのが妥当であろう。対称軸

の数は４８のパターンを除いてすべてＥＳＳと対応する

が，Garner＆Clement（1963）は４８のパターンの良

さの評定値は対称軸数では説臥]できないとしてＥＳＳが

主要な規定要因であるとした。いかにしてESS，対称軸

数，認知的変換構造を分離して分析するかが今後の課題

となろう。しかし，いずれの変数もパターン全体として

の情報処理過程を反映するものである。

本実験結果より，情報処理過程における選択的注意に

ついてＥ-群を例にとり考察して承よう。Ｅ一群では完全

な選択的注意が行われていなかった。従って少くとも

encodingの過程では選択的注意はなされず，まとまり

のあるひとつの全体としてencodingされると考えられ

る．即ちencodingの過程は教示の効果がない前注意処

理段階である。encodabilityには妨害効果が働かず不

確定度の低いより良いまとまりのあるパターンはｅｎ‐

codingが容易である。まとまりのあるひとつの全体と

してencodingされた視覚像怖報はＶＩＳに一時的に保

存される。Ｅ-群で教示の効果が承とめられたのは，ＶＩＳ

からの選択的枕み出し機柵が働いているためと考えられ

る。だが，より良いまとまりのあるひとつの全体として

ＶＩＳに保存された視覚像情報は，まとまりの妨害効果を

受けて部分の選択的抽出がされにくい。ここに数段階の

濃度のセレクティプ．フィルター（selectivefilter）の

存在を考える。セレクティプ.フィルターはall-or-none

で拾て去る情報と杣Illする情報を分別するのではなく，

視覚像情報のまとまりの良さの程度により捨て去るべき

､情報を弱める。フィルターの濃度は不確定度，即ちＥＳＳ

と対応する。濃度の低いセレクティプ・フィルターを透

った情報は，抽出すべき情報と弱められた情報とのコン

トラストが弱いので，任意の一ケ所にドットがあるか否

かの同定が困難であると考える。これがまとまりの良さ

の妨害効果として実験結果に反映する。同定過程での妨

窯効果はencoding過程での促進効果により一部打ち消

され，反応時間の変化範囲が狭くなる。このような過程

を仮定し，任意の一ケ所にドットがあるか否かの比較照

合過程を経ずして反応が可能なＹｅｓ－Ｎｏ型の処理がな

されているとすれば，Ｆｉｇ．２の順位関係，Ｔａｂｌｅｌの

反応時間が短くその変化範囲も狭い傾向，Ｔａｂｌｅ３の

ESSの大きい方が正反応時間が短い傾向を説明する鱒

ができる。このような情報処理過程では，弁別される相

手のＥＳＳに反応時間は依存せず，また各課題の累積反
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応時間はＥＳＳ平均値により一義的に決定される。しか

し弁別される相手のＥＳＳが小さいほど正反応時間が長

いという課題依存的傾向，あるいはパターン間の類似性

の二次的な効果を反映するFig.２に承られるlx-4y＞

lx-1y＞lx-8yの順位関係は，Ｙｅｓ－Ｎｏ型の同定過程の

染では説明できない。セレクティプ・フィルターで弱め

られた情報をも使用したなんらかの比較照合過程が考慮

されなければならない。即ち，セレクティプ・フィルタ

ーによる抽出機構の後処理段階においてさえも強い全体

処理的傾向が存在する。言いかえれば「図」となる抽出

された情報が「地」となる弱められた情報から分離され

てそれの詮では処理されえないというリドである、元来

「図」とはそれの承で存在しえる性質のものではなく，

全体的布圃のなかで「地」となるべきものがあって初め

て「図」としての対象性を持つ。「図」それの糸は存在

しえないし，また「地」それの承は存在しえない。知覚

におけるこのような「図」と「地｣の相互関係をパターン

認知の情報処理過程に適用するなら，拾て去るべく弱め

られた情報は，たとえ課題解決に不必要であろうと完全

に拒否されるのではなく，常に「図」となるべく抽出さ

れた情報と並列同時的に処理されなければならない。

E一群の結果は，選択された情報と捨て去るべく弱められ

た情報の並列同時的処理を経たうえの比較照合過程を示

唆するものである。過去における情報処理過程の研究の

多くは，単語，数字を刺激として用いてきた、今後，本

実験で用いたようなパターンを刺激とする研究により多

くのことが期待されるであろう。
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